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研究成果の概要（和文）：社会デザイン領域への適用を念頭に，本研究では共創主体をマルチモーダル生理デー
タから量的・重畳的に評価することで，その動的メカニズムを数理モデルとして捕捉し，「私とあなた」が所与
の関係性を超え，如何に「私たち」という関係性を形成・展開しうるか探索した．
　その結果，1)社会的関係性の主観的認知は知識共有構造により外形的に把握しうる, 2)相互主観性形成はマル
チモーダル生理データの収束的現象として把握しうる， 3) 共創的心理状態はマルチモーダル生理データを用い
た隠れマルコフモデルにより良好に推定しうる等の知見を得た他，4) 相互主観性の定量的把握と動的モデル化
の観点から関連概念を構造化した.

研究成果の概要（英文）：This study quantitatively and multiply evaluated intersubjectivity as a 
co-creation subjectivity from multimodal bio-signals to grasp its dynamic mechanism as a 
mathematical model, and explored how "you and I" can form and develop a relationship "we" beyond the
 given relationship, aiming to developing social innovation design methodology.
　As a result, the following findings were obtained: 1) the subjective perception of social 
relationships can be grasped externally by the knowledge sharing structure, 2) the formation of 
intersubjectivity can be grasped as a convergent phenomenon of multimodal bio-signal data, 3) the 
co-creative psychological state can be well estimated by the hidden Markov model using multimodal 
bio-signal data, etc. 4) The related concepts are structured from the viewpoints of quantitative 
understanding of intersubjectivity and dynamic modelling.

研究分野： 社会的創造性
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年「関係性」の構築可能性・流動性が急速に高度化した社会的環境（Connected Society, VUCA）を背景に
「共創」への関心が一段と高まっている． 本研究では，知識科学・認知科学の理論的基盤と実践との往還によ
り，「人」を起点とした社会構築，すなわち社会的関係性の動的デザイン方法論の開発に取り組んだ．従来実践
知に委ねられていた「共創」社会構築に向けたソーシャルダイナミクスの形式知化は，再現性確保の観点のみな
らず，教育可能領域の拡張による幅広い担い手の確保を可能とし，個々人の自律的参画が鍵となるwell-being志
向の社会デザイン学領域において，極めて重要な学術的意義がある． 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
情報技術をはじめとする様々なインフラの拡張・高密度化により「関係性」の構築可能性・流

動性が急速に高度化した社会環境（Connected Society）を背景に，それにより実現するダイナ
ミックな協働社会（Society 5.0），とりわけ，新たな社会的関係性として，協働類型の一種と考
えられる「共創」への関心が一段と高まっている． 
しかしながら，「共創」概念が曖昧な上，学術研究の大半は共創の一連のメカニズムが出力する

結果，すなわち共創価値（Value Co-Created）の最適化を志向する経営学領域に集中している
（野中・竹内, 1996 他）．他方で，「共創」それ自体を成立・維持・展開せしめるに不可欠な，そ
して，個人あるいは安定した既存組織に比して不安定な，個々人間に形成される共創主体として
の「私たち」という関係性，に着目した研究は少ない．  
また，社会デザイン学領域においても，オープンイノベーションの要請等から，役割分担の定

まった協働として関係性の静的デザイン（いわゆる「ポンチ絵」の設計）がしばしば描かれるも
のの「カネ（外発的動機）の切れ目が縁の切れ目」となることは珍しくない．他方で，営利・非
営利の別を問わず，関係性の動的デザイン（プロセスの設計）により，「私たち」という関係性
を形成・維持し，内発的動機により自律的・持続的に展開する共創主体は，実践の現場において
は繰り返し確認されている（Matsumae at al. 2012; Matsumae, 2014; 松前, 2015; Matsumae 
and Burrow 2016; Matsumae and Nagai, 2018）． 
さらに well-being 志向の高まりから，共創の主体たる「人」に着目し，「人」を起点とした社

会構築に関する研究の発展が，特に社会デザイン学領域において活発化している(Mathis, EF et 
al., 2016, 松前・永井, 2018)．そのような「（人と人，人と組織の）関係性のデザイン」に際し
ては，社会的文脈における「人」の心理面のメカニズム理解が不可欠であり，本研究はそうした
社会心理学領域に立脚した社会的実践を通じた理論と実践の往還，相互発展を目指す社会デザ
イン方法論開発の要請の高まりを背景に計画された． 
 
２．研究の目的 
本研究は，共創主体として「私たち」という関係性の動的メカニズムを明らかにし，関係性の

動的デザインに適用することを通じて，well-being を志向する「人」を起点とした共創的な社会
デザイン方法論の確立に寄与することを目的とする．  
 
３．研究の方法 
以上の研究開始当初の背景を踏まえ，本研究では，協働プロセス類型・共創主体に着目した関

連概念を文献調査により緻密化・構造化し，共創主体である「私たち」という社会的関係性の形
成・展開過程を多角的アプローチにより重畳的・定量的に評価することを通じて，「社会的関係
性の動的メカニズムを捕捉し，well-being を志向する「人」を起点とした社会共創デザインへ適
用しうる動的モデルを提案し検証した． 
具体的には，本研究は次の４ステップの混合研究法により進めた． 
文献調査（定性）：共創時の「私たち」という関係性について，定量評価および動的モデル化
の観点から関連概念の構造化 
実験的手法（定量）：「私たち」という関係性の共創時展開過程の定量的評価方法論の開発と
定量評価 
数理モデル化（定量）：「私たち」という関係性の動的モデル化およびメカニズムの考察 
実践的検証（定性）：本研究が想定した実践フィールドでの関係性の動的デザインへの適用 

なお，本研究期間は研究遂行上重要な役割を担う予定であった RA の 1 年間に及ぶ入国制限や共
創実験・共創実践を実施する上での制限はじめ Covid-19 により様々な制約を受けた 3 年間と一
致している．そのため，当初研究計画との実施時期の変更や，当初は本実験データにより予定し
た評価方法論開発も予備調査や予備実験データにより進めるなどの対応に迫られた． 
 
文献調査： 

◇2020 年度  
協働プロセス類型の構造的把握および協働主体に着目した「共創」概念を知識科学の観点から
緻密化した．この「共創」概念に基づき通常外形的把握が困難な社会的関係性の主観面につい
て知識構造(KSS: Knowledge Sharing Structure)による外形的評価方法を考案し，計 116 名を対
象に予備調査を行い KSS による社会的関係性主観面の把握の妥当性を事前に確認した 

◇2021 年度 
共創時の「私たち」という inter-personal な関係性として相互主観性（inter-subjectivity）の
定量的把握と動的モデル化を目指しPRISMAプロトコルに従いシステマティックレビューを
行い，データベースを公開し，動的モデル化の観点から関連概念の構造化を行った． 

実験的手法： 
◇2020 年度 

共創実験プロトコルを検討し，実験システムを更新・計測機器を調達した． 



◇2021 年度 
共創時の「私たち」という inter-personal な関係性として相互主観性（inter-subjectivity）の
定量的把握と動的モデル化に関するシステマティックレビューの結果を踏まえ，共創実験プ
ロトコルを開発し，倫理審査・予備実験を重ねる等の実験準備を進め，マルチモーダル生理指
標同時計測システムを利用し 20 組 40 名を対象に共創実験を実施した． 

数理モデル化： 
◇2020 年度  

予備実験データを用いて，個人およびペアレベルでの社会的関係性のレーベンシュタイン距
離による定量的把握および創造的心理状態の動的モデル化について分析手法を検討・解析プ
ログラムを開発した．  

◇2021 年度  
予備実験データを用いて，個人およびペアレベルでの社会的関係性の定量的把握および創造
的心理状態の動的モデル化について，確率的検証手法を検討・解析プログラムを開発した． 

◇2022 年度 
ペアレベルおよび個人レベルでの創造的心理状態の推移や社会的認知について，隠れマルコ
フモデルを用いて実験データを分析し動的モデル化を行い評価・考察した． 

実践的検証： 
◇2022 年度 

本研究が想定した実践フィールドでの関係性の動的デザインへの適用として，自治体や複数
のインフラ企業と連携し，価値起点によるバックキャストアプローチで膠着していた多様な
ステークホルダー間の社会的関係性を再構築する複数の公共プロジェクトにおいて，「私たち」
という関係性を形成する「人」を起点とする well-being 志向の社会共創デザインアプローチを
試行した． 

 
４．研究成果 
本研究では共創主体，すなわち「私たち」という脆い関係性を，fEMG や vEOG はじめマルチ

モーダルな生理データから量的・重畳的に評価することにより，その動的メカニズムを数理モデ
ルとして捕捉し，「私とあなた」が所与の関係性を超え，如何に「私たち」という関係性を形成・
展開しうるか探索し以下の研究成果を得た．  
 
1) 社会的関係性の主観的認知は Knowledge Sharing Structure(KSS)により外形的に把握しうる

(S.Mori, A.Matsumae, Y. Nagai, 2020)． 
2) 相互主観性（inter-subjectivity）の定量的把握と動的モデル化の観点から文献データベー

スを作成し(Q. Ehkirch and A. Matsumae, 2022), 関連概念を構造化した（Fig.1）． 

Fig.1 相互主観性定量的把握と関連概念構造 
3) レーベンシュタイン距離による分析結果から，相互主観性形成はペア間のマルチモーダル

生理データ（とりわけ皺眉筋の）収束的現象として把握しうることが示唆された(Q. Ehkirch, 
S. Kakiuchi, Y. Motomura, S. Matsumae and A. Matsumae, 2021)． 

4) 共創的心理状態は，マルチモーダル生理データを用いた隠れマルコフモデルにより良好に
推定しうる(A. Matsumae, K. Shoji, Y. Motomura, 2022)． 

5) マルチモーダル生理データを用いた隠れマルコフモデルによる推定結果から，個人での概
念生成時自己共鳴（創造プロセスのうち心に響く時間）とペアでの概念生成時「響きあい」
は認知活動として同質であることが示唆された（東海林・澤井・松前, 2023）． 

  
本研究成果を踏まえ,地方自治体および複数のエネルギーインフラ企業との連携の下,「私た

ち」という関係性に着目した「人」を起点とした社会共創プログラムを開発・試行し,今後取組
むべき課題を得た．従来の概念的議論あるいは職人的感覚・経験に委ねられたデザイン実践を超
えたデザイン方法論化，つまり「共創」社会構築に向けた暗黙知の形式知化により，望ましい社
会デザイン実践例の再現性の向上・教育可能領域の拡張による幅広い担い手の確保を目指すこ
とは，個々人の自律的参画が鍵となる well-being 志向の社会デザイン学領域において重要な学
術的意義がある． 
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